
令和元年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 30 事業No. 168

事務事業名 堆肥センター運営事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続
担当課等名 農業課 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   
   
 1 若者が帰ってこられる産業をつくる

分野別計画
○ 地域経済活性化プログラム2019
 農業振興ビジョン
  

法令・例規等
  
  
  

事業目的
対象 家畜排せつ物、食べ物の残さ（生ごみ）、きのこ廃培地

意図 リサイクルによる良質な堆肥の生産

２ 事業内容

 

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)
★印はISO配慮事項

畜産農家の畜ふんを主原料、食べ物残さ（生ごみ）を発酵促進材、農家のきのこ廃培地等を水分調整材として、リサ
イクル堆肥を生産する飯田市堆肥センター（平成16年６月から本格稼働）は、環境モデル都市を掲げる本市の特長あ
る「食」と「農」の循環型社会づくりのモデル的な取組として、引き続き酪農家や生産団体と連携して運営していく
必要があります。

1年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
　堆肥センターの管理運営は、地元酪農家、ＪＡみなみ信州、飯
田市が出資する㈲いいだ有機に委託しており、同社は、生ごみや
きのこ廃培地等の処理料収入と生産された堆肥の販売を軸に経営
しています。
　施設の稼働開始から13年以上が経過し、各所の更新及び修繕の
必要があります。平成31年度は、著しい破損により作業効率の低
下を招いている搬入路のアスファルト舗装について、鉄筋コンク
リート舗装による敷き直しを実施します。　
　畜産業及びきのこ産業が盛んな地域として、農家の経営継続に
必要な家畜排せつ物及びきのこ廃培地を原料とした堆肥の地域内
での利用促進を図るための取組を実施します。

管理運営業務委託料 0

環境影響調査委託料 0

借地料 136

保険料 24

道路補修工事費 2,214

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位 平成29年度
実績

平成30年度
計画

令和元年度
計画

令和2年度
 

堆肥生産量 ｔ 2,057 2,000 2,000  
家庭及び公共施設等生ごみ搬入量 ｔ 722 35 35  

      
      
      
      
      
      

1年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 2,374  

国庫支出金 0
県支出金 0
地方債 0
その他 0
一般財源 2,374

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計 款 項 目

大
事
業

中
事
業

当初予算額 中事業名(科目名称)現計予算額

1    1 6 1
 
4  25

 
4

2,374
0 堆肥センター運営事業費

2          

3          

4          

5          

6          

7          
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